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現
駅
廃
止
は
考
え
ら
れ
な
い
1
公
団
読
明

バ
イ
パ
ス
ー
市
街
地
道
路
整
備
に
も
努
力

　
い
ま
十
日
町
市
で
北
越
北
線
と
都
市
街
路
の
間
題
が
大
き
な
関
心
の
マ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
本

市
将
来
の
発
展
に
づ
な
が
る
重
要
な
も
の
だ
け
に
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
充
分
な
研
究
、
協
議
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
ご
の
た
め
過
日
国
道
一
一
七
号
線
（
長
野
～
小
千
谷
）
沿
線
や
、
北
越
線
ボ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
関
係
住
民

の
方
々
か
ら
お
集
り
願
い
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
あ
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近
「
北
越
線

促
進
並
び
に
現
十
日
町
駅
乗
入
れ
期
成
同
盟
会
」
に
よ
る
運
動
も
起
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
同
盟
会
は
あ
く
ま

で
市
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
ブ
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
、
去
る
八
日
代
表
者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
全

市
の
皆
さ
ん
に
も
市
長
の
考
え
や
、
同
線
の
現
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
概
要
を
重
ね
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
（
写
真
は
北
越
線
と
都
市
計
画
に
つ
い
て
説
明
の
市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
）

北
　
越
　
北
　
線

　
北
越
北
線
（
上
越
線
六
日
町
駅
よ

り
十
日
町
を
経
て
信
越
線
直
江
津
駅

さ
ら
に
北
陸
線
に
通
ず
る
線
）
の
こ

れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
市
報

「
と
お
か
ま
ち
」
で
お
し
ら
せ
の
と

お
り
で
、
昭
和
十
三
年
北
越
線
の
請

願
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
戦
後
北
線

（
直
江
津
ー
松
代
－
十
日
町
－
六
日

町
）
南
線
（
直
江
津
ー
松
の
山
－
湯

沢
）
に
分
れ
、
そ
の
通
過
地
点
を
め

ぐ
っ
て
は
て
し
な
い
争
い
を
く
り
か

え
し
て
い
た
た
め
昭
和
三
†
六
年
ま

で
予
定
線
に
す
ら
偏
入
で
き
な
か
っ

た
。
　
三
十
七
年
二
月
田
中
彰
治
代
議
士

の
肝
入
り
で
国
鉄
技
術
陣
に
一
切
を

任
せ
早
期
実
現
す
る
と
い
う
誓
約
書

に
調
印
し
て
か
ら
矢
つ
ぎ
早
に
調
査

線
、
建
設
線
と
決
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
6
月
21
日
の
陳
惰
団
の
状
況

◎
場
　
所
　
鉄
道
建
設
公
団
東
京
支

　
社
◎
出
席
者
　
市
側
“
村
山
市
長
、
樋

　
口
議
長
、
菅
村
会
頭
、
樋
口
農
協

　
組
合
長
、
島
田
織
協
理
事
長
、
関

　
　
　
　
　
　
　
　
芳
社
長
、
滝
文

　
社
長
、
睦
社
長

　
山
内
（
軍
）
商

　
店
代
表
。

　
公
団
側
“
田
中

　
支
社
長
、
青
木

　
工
事
部
長
。

陳
情
団
か
ら
要
望

ω
従
来
の
公
団
の

　
努
力
を
謝
す
と

　
共
に
本
線
特
に

　
十
日
町
1
六
日

　
町
間
の
早
期
完

　
成
を
お
願
い
し

　
た
い
。

②
＋
日
町
通
過
の

　
際
は
市
民
の
希

　
望
と
し
て
は
現

　
駅
舎
へ
入
る
こ

　
と
を
望
ん
で
い

　
る
。

③
市
の
都
市
計
画

　
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
願
い

　
た
い
。

支
社
長
説
明

　
北
越
北
線
に
つ
い
て
は
四
十
一
年

度
五
千
万
円
（
用
地
買
収
）
四
十
二

年
度
二
億
円
予
定
し
て
い
る
。
　
（
六

日
町
側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
着
工
し
た

い
。
）

　
現
在
従
来
の
調
査
に
あ
わ
せ
て
地

形
、
地
質
等
の
調
査
を
い
そ
い
で
い

る
。
　
十
日
町
通
過
の
問
題
も
あ
る
が
、

本
鉄
道
の
使
命
は
ロ
ー
カ
ル
線
で
は

な
く
、
日
本
海
、
特
に
北
陸
と
関
東

圏
を
短
絡
づ
る
大
き
い
使
命
を
持
っ

て
い
る
。
当
然
完
成
時
に
は
電
化
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
ト
の

結
論
ま
で
に
は
相
当
時
間
を
要
す
る

と
思
う
が
、
十
日
町
市
の
都
市
形
態

も
考
え
、
十
分
検
討
し
た
い
。

　
な
お
、
路
線
に
つ
い
て
公
団
の
考

え
が
ま
と
ま
れ
ば
市
の
理
事
者
議
会

市
内
有
識
者
と
も
十
分
相
談
し
公
団

の
考
え
に
誤
り
が
あ
れ
ば
直
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
公
団
と
し

て
は
い
つ
の
場
合
で
も
ル
ー
ト
の
件

で
満
点
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ

と
は
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

二
十
年
、
三
十
年
後
に
見
直
し
て
く

れ
る
よ
う
な
立
派
な
ル
ー
ト
を
敷
く

よ
う
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。
　
公
団
の
調
査
が
ま
と
ま
る
と
国
鉄

（
本
社
、
新
潟
支
社
、
長
野
鉄
道
管

理
局
等
）
と
協
議
い
た
し
ま
す
。
更

に
運
輸
大
臣
の
許
可
が
必
要
。
そ
の

場
合
必
ず
地
元
に
問
題
が
あ
る
か
な

い
か
念
を
押
さ
れ
る
。
現
在
は
運
輸

省
に
出
す
実
施
計
画
書
の
前
提
に
な

る
調
査
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
す

本
年
用
地
買
収
し
、
来
年
ト
ソ
ネ
ル

を
着
工
し
た
い
。
現
十
日
町
駅
舎
に

入
れ
る
ル
！
ト
も
公
団
と
し
て
の
有

力
な
ル
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
次
の

問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
短
絡
線
と
し
て
の
使
命
が
達
せ
ら

　
れ
る
か
。

②
工
事
費
に
莫
大
な
予
算
を
と
ら
れ

　
な
い
か
。

③
既
設
駅
の
大
改
造
が
可
能
か
、
周

　
囲
の
施
設
に
大
変
化
を
来
た
さ
な

　
い
か
。

④
市
街
地
の
立
退
き
が
可
能
か
。

　
高
架
で
入
る
場
合
、
中
条
か
ら
く

　
る
場
合
、
川
治
か
ら
く
る
場
合
が

　
考
え
ら
れ
る
。

⑤
駅
の
施
設
が
町
の
中
心
で
ふ
く
れ

　
市
街
地
を
な
お
圧
迫
し
な
い
か
。

　
金
沢
、
浜
松
、
京
都
の
駅
の
よ
う

　
に
駅
の
施
設
が
町
の
発
展
を
著
し

　
く
阻
害
し
て
い
る
駅
が
あ
る
。

　
皆
さ
ん
の
ご
希
望
の
お
気
持
は
わ

か
る
が
、
白
紙
委
任
を
受
け
た
吾
々

責
任
者
に
純
技
術
的
に
検
討
す
る
よ

う
お
任
せ
い
た
だ
く
の
が
最
も
よ
い

と
考
え
る
。

支
社
長
と
の
質
疑
応
答

　
こ
の
鉄
道
は
急
行
が
通
る
か

　
こ
の
線
は
先
ほ
ど
説
明
し
た
よ
う

に
、
日
本
海
側
と
関
東
圏
を
短
絡
す

る
幹
線
と
な
る
。
従
っ
て
急
行
も
特

急
も
通
る
よ
う
に
な
る
。
岡
山
発
北

陸
廻
り
東
京
行
と
い
う
よ
う
な
線
と

な
る
。
従
っ
て
勾
配
も
百
分
の
一
以

上
は
と
れ
な
い
し
、
カ
ー
ブ
も
半
径

が
六
百
米
礎
八
百
米
を
必
要
と
す
る

無
論
完
成
時
に
は
電
化
と
な
る
。

仮
に
新
駅
舎
が
別
の
場
所
に
出
き
た

場
合
現
駅
舎
は
廃
止
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か

　
そ
う
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
現
駅
舎
に
新
駅
が
入
ら

な
い
場
合
で
も
、
現
駅
舎
は
長
野
、

長
岡
、
新
潟
へ
連
絡
す
る
と
い
う
使

命
を
も
つ
重
要
駅
で
あ
り
営
業
上
か

ら
も
廃
止
で
き
な
い
。
ま
た
、
新
駅

は
北
陸
方
面
と
関
東
方
面
に
出
掛
け

る
人
の
利
用
駅
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

利
用
す
る
内
容
が
違
う
わ
け
で
あ
る

市
の
都
市
計
画
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
ル
ー
ト
は
避
け
て
い
た
だ
き
た

い　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し

て
い
き
た
い
。

仮
に
新
駅
舎
が
新
し
い
場
所
に
出
来

場
合
は
不
便
で
困
る
の
で
は
な
い
か

　
仮
に
新
駅
舎
が
南
側
あ
る
い
は
北

側
に
出
来
た
場
合
も
長
野
、
長
岡
、

新
潟
へ
行
く
人
は
現
駅
舎
を
利
用
し

直
江
津
、
六
日
町
方
面
へ
行
く
人
は

新
駅
を
利
用
す
る
で
し
よ
う
が
、
そ

の
場
合
越
後
川
口
駅
の
よ
う
に
乗
り

替
え
る
人
も
あ
る
で
し
よ
う
し
、
新

駅
に
バ
ス
な
り
自
動
車
な
り
で
直
接

新
駅
に
ゆ
く
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す

と
に
か
く
利
用
す
る
人
の
最
も
良
い

方
法
を
取
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
。

ル
ー
ト
を
地
元
と
相
談
す
る
場
合
は

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
を
示
す
の
か

　
公
団
で
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
研
究

調
査
し
最
も
良
い
ル
ー
ト
と
信
ず
る

線
を
示
し
相
談
し
ま
す
。

都
市
計
画
街
路
　
　
㎜

　
　
（
パ
イ
バ
ス
）
一

　
現
在
市
の
都
市
計
画
で
進
め
ら
れ

て
い
る
本
町
西
線
が
来
年
か
ら
の
建

設
省
の
計
画
に
よ
る
道
路
整
備
五
力

年
計
画
の
中
で
国
道
バ
イ
パ
ス
と
し

て
改
良
を
進
め
て
ゆ
こ
う
と
い
う
県

と
建
設
省
の
方
針
か
ら
本
町
通
り
の

市
内
通
過
早
期
実
現
を
図
る

関
越
自
動
車
道
促
進
期
成
同
盟
会

　
関
越
自
動
車
道
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
は
、
去
月
十
八
日
市
役
所
で
開

か
れ
会
則
、
役
員
な
ど
を
決
め
今
後

の
運
動
方
針
そ
の
他
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

会
長
　
十
日
町
市
長
　
村
山
謙
吉

副
会
長
　
川
西
町
長
　
中
村
壮
吉

理
事
　
同
総
会
メ
ソ
バ
ー
全
員

顧
問
　
亘
知
事
、
渡
辺
新
潟
市
長
、

　
代
議
士
　
田
中
彰
治
、
大
竹
太
郎

　
塚
田
徹
、
田
中
角
栄
、
佐
藤
芳
男

　
相
談
役
　
県
議
　
高
橋
正
治
、
禰

　
津
文
雄
、
高
橋
中
里
村
長
、
村
山

　
津
南
町
長
、
市
村
保
二
（
長
岡
）

　
西
脇
新
治
郎
（
小
千
谷
）
地
元
報

　
道
機
関

現
国
道
の
今
後
の
改
良
が
ど
の
よ
う
器

な
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
く
か
大
…
㎜

き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
本
町
西
線
は
将
㎜
…

来
八
箇
入
口
か
ら
尾
崎
を
結
ぶ
本
町
㎜
㎜

迂
回
路
と
し
て
最
近
の
交
通
量
の
激
糊

増
に
伴
な
い
交
通
緩
和
の
意
味
か
ら
㎜

も
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
㎜

ま
す
が
こ
の
線
が
国
道
に
な
る
と
市
㎜

街
地
本
町
通
り
（
一
丁
目
か
ら
七
丁
㎜

目
）
が
い
ず
れ
県
道
ま
た
は
市
道
と
㎜

な
る
の
で
、
今
後
県
道
と
し
て
残
す
・

よ
う
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
㎜

れ
に
つ
い
て
村
山
市
長
は
〔
十
日
町
㎜

市
の
人
口
の
動
き
を
み
る
と
昭
和
四
…

十
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
、

市
の
人
口
が
約
二
百
七
十
人
減
っ
て
・
・

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
欄

市
の
周
辺
で
あ
る
新
座
、
四
日
町
、

川
治
、
高
山
等
は
逆
に
二
千
人
増
え
…
㎜

て
い
る
。
こ
れ
は
周
辺
に
新
し
い
家
淵

が
で
き
た
た
め
で
都
市
周
辺
集
中
の

傾
向
と
い
え
る
。

　
い
ま
重
大
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
、

本
町
通
り
は
も
し
バ
イ
パ
ス
を
重
点
・

的
に
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
当
一

然
県
道
に
し
て
も
ら
い
、
県
の
改
良
…

で
ゆ
く
か
、
県
営
の
都
市
計
画
で
改
．

良
す
る
か
、
叉
、
市
の
都
市
計
画
と
．

す
る
か
今
後
十
分
市
民
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
、
市
の
発
展
に
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
最
良
の
方
法
で
努
力
し
た
い

と
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
市
の
街
路
計
画
は
四
月

の
市
報
「
と
お
か
ま
ち
」
で
お
知
ら

せ
の
と
お
り
都
市
計
画
と
し
て
計
画

路
線
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
中
央
通
り
線
と
し
て
の
本
町
通

り
の
中
心
部
（
本
町
一
≧
六
）
は
巾

十
五
メ
ー
ト
ル
、
他
は
十
一
メ
ー
ト

ル
に
拡
張
又
は
改
良
し
よ
う
と
い
う

計
画
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
本
町

西
線
が
バ
イ
パ
ス
と
し
て
国
道
に
な

り
ま
し
て
も
、
本
町
通
り
の
路
線
計

画
は
変
り
ま
せ
ん
。
　
た
だ
さ
き
ほ

ど
申
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
今
後
ど
う

い
う
が
た
ち
で
改
良
さ
れ
る
か
、
つ

ま
り
県
営
都
市
計
画
灸
、
あ
る
い
は

県
の
道
路
改
良
事
業
か
で
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
交
通
緩
和
の
た
め
に
も
バ
イ
パ

ス
も
必
要
で
す
し
、
市
街
地
道
路
の

改
良
も
大
事
で
す
の
で
、
市
と
い
た

し
ま
し
て
も
国
道
と
し
て
の
本
町
通

り
を
早
急
に
拡
張
、
お
よ
び
改
良
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

馨
蟹
耀
離
灘
蟹

　
　
中
学
生
家
塵
教
育
学
級

　
と
き
　
七
月
五
日
（
火
）
舘
一
回
目

　
　
七
月
二
十
四
日
（
日
）
第
二
回
目

　
　
夜
七
時
よ
り

　
　
城
ケ
丘
（
小
学
生
）
家

　
　
庭
教
育
学
級

・
と
き
　
七
月
十
二
日
（
火
）
第
一
回
目

　
　
七
月
二
十
四
日
（
良
）
第
二
回
目

　
　
夜
七
時
よ
り

・
講
師
　
重
松
敬
一
先
生
（
教
育
評
論

　
　
家
）

㎜
題
　
「
純
潔
教
育
に
つ
い
て
」

　
　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

㎜
…
と
き
七
月
七
日
（
木
）
第
一
回
目

　
　
七
月
十
九
日
（
火
）
第
二
回
目

　
　
夜
七
時
三
十
分

＝覆

　
　
　
手
　
芸
　
教
　
室

と
き
　
七
月
九
目
（
土
）
．
第
一
回
、

　
七
月
十
六
日
（
土
）
第
二
回
、
午

　
後
一
時
≧
四
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘

内
容
　
「
ブ
ロ
ー
チ
」
の
作
り
方

　
持
参
す
る
も
の
は
干
し
た
も
も
の

　
種
、
か
わ
い
た
く
る
み
、
経
費
若

　
干
必
要理

　
料
　
教
　
室

と
き
　
七
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後

　
一
時
～
四
時

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
舘
実
習

　
室
題
「
ホ
ー
ム
カ
ク
テ
ル
と
オ
ー
ド

　
ブ
ル
」
の
作
り
方

会
費
　
百
五
十
円

［
版
画
教
室

と
き
　
七
月
中
に
実
施
予
定

講
師
　
星
嚢
一
先
生

　
　
講
　
演
　
会

と
き
　
　
七
月
二
十
八
日
　
　
午
前
十

時
之
午
後
五
時

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

講
師
　
久
宗
荘
（
岡
山
県
愛
農
会
長
）

内
容
　
◎
最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業

　
　
　
◎
農
村
の
経
済
と
嫁
、
し
ゅ

　
　
　
う
と

　
　
　
0
ヒ
ラ
タ
ケ
を
と
り
人
れ
た

　
　
　
立
体
農
業

260一
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通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
こ
と
し
は
新
潟
県
の
交
通
安
全
四

周
年
に
当
り
、
宣
言
日
の
去
る
十
日

を
中
心
に
一
連
の
交
通
安
全
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
．
十
日
町
市
交
通

対
策
協
議
会
で
は
各
戸
に
チ
ラ
シ
を

市内11ヵ所で街頭指導

羅

配
っ
た
ほ
か
市
役
所
、
農
協
、
記
者

ク
ラ
ブ
、
安
全
協
会
、
運
転
者
協
会

な
ど
を
街
頭
に
く
り
出
し
交
通
指
導

に
あ
た
ら
せ
、
又
市
内
小
、
中
学
校

生
徒
に
よ
る
鼓
笛
隊
バ
レ
ー
ド
な
ど

昭和41年1月～6月十日町署管内の交通事故と違反

＼　件取庄 里　　故　　原　　　　1凄＼鞭死傷物損藤噛婆輸熊の

41年561216川・。2孔d 、1！～412．lgbρ、

4・年14935。124。．。8h818i9、6
年度＼件数1無免許栖よい腫劇駐車陸備不星1そ璽越計

　　41年　il22［59171176162i 435i825

　　40年　8817175741　113461591

積
極
的
な
安
全
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。　
街
頭
交
通
指
導
は
市
内
十
一
ケ
所

で
行
な
わ
れ
、
横
断
時
の
手
上
げ
運

動
、
右
側
通
行
励
行
、
横
断
歩
道
の

一
時
停
止
、
車
の
直
前
、
直
後
の
横

断
禁
止
な
ど
を
重
点
に
三
回
に
わ
た

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
街
頭
指
導
で
特
に
目
立
っ

た
こ
と
は
、
歩
行
者
の
右
側
通
行
と

バ
イ
ク
の
交
通
違
反
が
多
か
っ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
一
方
安
全
宣
言
を

記
念
し
て
十
一
日
午
後
一
時
県
か
ら

交
通
安
全
旗
が
お
く
ら
れ
市
役
所
で

授
与
式
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
旗
は
交
通
安
全
行
事
の
た
び
に
使

用
し
、
有
効
な
交
通
安
全
趣
旨
徹
底

に
役
立
た
せ
る
も
の
で
す
。

1
こ
ど
も
を
水
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
ー

1
六
月
末
ま
で
に
5
7
人
が
水
死
1

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
て
、
水
泳
水

遊
び
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

県
や
、
市
町
村
で
は
「
子
ど
も
を
水

か
ら
守
る
運
動
」
の
実
施
要
綱
に
も

と
ず
い
て
水
死
事
故
防
止
の
具
体
的

な
対
策
を
推
進
し
、
一
般
の
関
心
を

高
め
そ
の
普
及
に
つ
と
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
六
月
末

日
で
こ
ど
も
（
十
五
才
以
下
）
の
水
死

は
五
十
七
人
（
県
下
）
に
の
ぽ
っ
て
い

ま
す
学
校
な
ど
の
指
導
以
外
に
こ
ど

も
が
個
人
で
水
泳
を
行
な
う
場
合
に

特
に
事
故
が
起
り
や
す
い
も
の
で
つ

ぎ
の
点
に
充
分
注
意
し
、
こ
ど
も
を

水
の
ギ
セ
イ
か
ら
守
り
ま
し
上
う
。

夫
婦
一
万
円
年
金
実
現

　
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
で
拠
出

制
年
金
額
の
引
上
げ
を
は
じ
め
障
害

及
び
母
子
年
金
の
支
給
要
件
の
緩
和

な
ど
、
年
金
制
度
全
般
に
わ
た
り
改

善
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
老

令
年
金
で
は
二
・
五
倍
の
引
上
げ
に

よ
り
夫
婦
一
万
円
年
金
が
実
現
さ
れ

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
各
年
金

額
引
上
げ
内
容
は
別
表
の
と
お
り
で

す
が
支
給
要
件
の
緩
和
、
そ
の
他
に

つ
い
て
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で

福
祉
年
金
の
所
得
制
限
の
緩
和
に
つ

い
て
は
こ
と
し
の
五
月
分
か
ら
、
ま

た
支
給
要
件
の
緩
和
、
年
金
額
の
引

上
げ
及
び
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

は
来
年
一
月
分
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
◎一

、
拠
出
制
年
金

（
イ
）
支
給
要
件
の
緩
和

0
障
害
の
範
囲

　
障
害
年
金
の
支
給
対
象
と
な
る
範

　
囲
を
拡
大
し
、
内
部
疾
患
に
よ
る

　
障
害
の
す
ぺ
て
が
含
ま
れ
る
よ
う

　
に
す
る
．
母
子
、
準
母
子
、
遣
児

　
年
金
の
支
給
対
象
の
範
囲
を
障
害

　
年
金
と
同
様
に
拡
大
。

O
資
格
要
件

　
事
後
重
症
（
初
診
日
か
ら
三
年
を

　
経
過
し
た
日
に
お
い
て
は
、
軽
度

　
の
障
害
で
あ
る
た
め
障
害
年
金
の

　
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
同
日

　
以
後
に
そ
の
廃
疾
の
程
度
が
増
進

　
し
た
者
）
に
つ
い
て
も
障
害
年
金

　
の
支
給
対
象
と
す
る
。

（
・
）
保
険
料
の
改
定

　
保
険
料
の
額
は
年
金
額
の
大
巾
な

　
引
上
げ
に
伴
っ
て
、
昭
和
四
十
二

　
年
一
月
分
か
ら
三
十
五
才
以
上
は

◎
資
格
要
件

　
障
害
福
祉
年
金
に
つ
い
て
の
事
後

　
重
症
は
拠
出
年
金
と
同
様
支
給
の

　
対
象
と
す
る
。

（
ロ
）
支
給
制
限
の
緩
和

◎
受
給
権
者
本
人
の
所
得
制
限
額
は

　
二
十
二
万
円
か
ら
二
十
四
万
円
に

　
引
き
上
げ
る
。

◎
受
給
権
者
の
配
偶
者
に
よ
る
支
給

　
制
限
は
、
受
給
権
者
の
扶
養
義
務

　
者
の
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
に
吸

収
す
る
。

◎
受
給
権
者
と
生
計
を
維
持
す
る
扶

　
養
義
務
者
の
所
得
の
支
給
制
限
額

　
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
扶
養
親
族

　
数
に
応
じ
て
緩
和
し
、
扶
養
親
族

月
額
二
百
五
十
円
、
三
十
五
才
未
碑
ア

満
二
百
円
と
し
以
後
段
階
的
に
引
し

き
上
げ
る
・
（
昭
和
四
＋
四
年
一
上

月
分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
十
円
引
上
弓

　
げ
）

二
、
福
止
年
金

（
イ
）
支
給
要
件
の
緩
和

◎
障
害
の
範
囲

　
障
害
福
祉
年
金
、
及
び
母
子
、
準

　
母
子
福
祉
年
金
の
支
給
対
象
範
囲

　
を
拠
出
年
金
と
同
様
に
拡
大
。

年金額の

　
が
五
人
で
あ
る
場
合
の
限
度
額
を

　
七
十
一
万
六
千
四
百
円
か
ら
八
十

　
一
万
七
千
五
百
円
に
引
き
上
げ
る

◎
夫
婦
で
老
令
福
祉
年
金
と
障
害
福

　
祉
年
金
と
を
受
け
る
場
合
の
老
令

　
福
祉
年
金
の
一
部
支
給
停
止
は
廃

　
止
す
る
。

三
、
そ
の
他

◎
既
に
裁
定
を
う
け
た
年
金
の
額
に

　
つ
い
て
も
昭
和
四
十
二
年
一
月
分

　
か
ら
改
正
後
の
規
定
に
よ
る
計
算

　
方
法
に
よ
り
引
き
上
げ
る
。

◎
旧
陸
軍
共
済
組
合
等
の
組
合
員
で

　
あ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
令

　
給
付
の
支
給
要
件
と
な
る
資
格
期

　
間
に
算
入
す
る
。

年金の種類 現行 改正

拠出年金老令年金
円 円

e保険料納付済期間
1年につき ㎜ 2，400

●柵欄間25年の年金額 24，000 60，000
（月2，㎝） （月5，000）

●　厚　40年　〃 42，000 96，000
（月3，㎜） （月8，000）

障害年金
●最低保障額 24，000 60，000

●同融障害年金の

加算額

（月2，㈱）

6，000
（月5α））

（月5，㎝）

12，000
（月1，㎝）

母子嘩母子年金
●最低1纏額（碓二人） 24，000 60，000

●加算対象額は現行ど
（月2，㎝》 （月5，000）

おり子供1人4，＆）0円

遺児年金
●最低保障額 12，000 30，000

（月1，000） （月2，500）

橿祉年金o老令福祉年金 15，600 18，000
（月1，300） （月1，5α））

o障害福祉年金 24，000 26，400
（月2，000） ’（月2，㎜）・

O母子・準母子 18，000 20，400
福祉年金 （月1，㎜） （月1，7α））

　
水
泳
の
注
意

◎
指
定
区
域
外
の
場
所
で
泳
が
な
い

◎
健
康
を
害
し
て
い
る
と
き
、
空
腹

　
時
、
食
事
の
直
後
に
は
泳
が
な
い

◎
こ
ど
も
だ
け
で
泳
が
な
い
（
必
ず

　
父
兄
や
責
任
の
あ
る
人
と
同
行
）

◎
お
ぽ
れ
か
Σ
っ
た
ら
大
声
で
知
ら

　
せ
る

O
ボ
ー
ト
や
小
舟
は
危
険
を
と
も
な

　
う
の
で
充
分
注
意
す
る

　
水
の
事
故
を
防
ぐ
し
つ
け
と
親
の

　
役
割
り

　
水
の
好
き
な
こ
ど
も
を
危
険
だ
か

ら
と
、
た
父
い
た
ず
ら
に
水
か
ら
遠

ざ
け
る
だ
け
で
な
く
、
幼
児
期
か
ら

水
の
危
険
性
を
水
に
親
し
ま
せ
な
が

ら
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

便
利
な
郵
便
書
簡

〈
郵
便
の
改
正
V

◇
郵
便
物
の
種
類
の
わ
け
方
が
変
り

　
ま
し
た
。

◇
安
く
て
便
利
な
「
郵
便
書
簡
」
が

　
で
き
ま
し
た
。

◇
「
書
留
」
損
害
要
償
額
が
引
き
上

　
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
新
し
く
「
簡
易
書
留
」
の
制
度
が

　
で
き
ま
し
た
。

◇
「
速
達
」
料
金
は
郵
便
物
の
重
さ

　
に
よ
つ
て
差
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

◇
郵
便
物
の
大
き
さ
、
重
さ
の
制
限

　
が
変
り
ま
し
た
。

◇
私
製
は
が
き
の
規
格
が
変
り
ま
し

　
た
。

◇
書
き
損
じ
た
は
が
き
等
の
交
換
が

◇
「
料
金
別
納
」
で
出
せ
る
通
常
郵

　
便
物
は
五
十
通
以
上
と
な
り
ま
し

◇
「
代
金
引
換
」
の
引
換
金
額
が
百

　
で
き
ま
し
た
。

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
、
い
ち
じ
く
を
描
い
た

二
種
で
料
金
は
七
円
．

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

　
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n

　
万
円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
災
害
地
あ
て
無
料
小
包
の
制
度
が
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

◇
暑
中
見
舞
用
郵
便
は
が
き
が
発
売
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

、
ー
ー
ジ

留
　
　
　
　
　
　
職

　ほコぽコロほ　ほおほほおロ～毎月第3日曜日は
弱

1家庭．日　l
l　　　　　　　　　1

曳　　　　　　　　の　　　　　　　　ハリ　　　　　　　　　ー　　　噌
　＝＝昭謬＝瀦＝脇＝濫＝脇＝鶉潔コ闇匿＝聯＝瀦悶

東
京
中
魚
会
で

墓
参
バ
ス

　
東
京
中
魚
会
で
は
恒
例
に
よ
り
東

京
～
十
日
町
間
の
パ
ス
に
よ
る
郷
土

墓
参
を
計
画
、
つ
ぎ
の
と
お
り
申
込

み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

◎
出
　
　
発
H
八
月
十
二
日
、
午
後

　
　
　
　
十
一
時
、
東
京
単
鴨
駅
前

◎
十
日
町
着
H
八
月
十
三
日
、
午
前

　
　
　
　
七
時
、
運
賃
指
定
席
と
も

　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
円
。

◎
十
日
町
発
“
八
月
十
六
日
、
午
後

　
　
　
　
十
時
、
十
日
町
駅
前
。

◎
巣
鴨
着
“
八
月
十
七
日
、
午
前

五
時
、
運
賃
一
、
一
〇
〇

円
。

行
政
相
談
委
員
に
庭
野
氏

　
こ
の
ほ
ど
行
政
管
理
庁
か
ら
庭
野

清
平
氏
“
市
内
島
”
が
行
政
相
談
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
　
衛

生
　
税
金
な
ど
市
の
固
有
事
務
を
除

く
お
役
所
仕
事
は
な
ん
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
秘
密
が
守
ら
れ

無
料
で
す
が
、
自
宅
の
ほ
か
毎
月
二

十
日
に
市
役
所
市
民
相
談
室
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　
二
万
円
を
寄
付

　
新
潟
日
報
十
日
町
支
局
で
は
竣
工

祝
に
二
万
円
を
社
会
福
祉
事
業
に
寄

付
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
的
な
上
新
田
分
舘

地
区
舘
め
ぐ
り
③
・
i
下
条
地
区
公
民
舘
ー

轟
Ψ

　
　
下
条
地
区
公
民
舘
は
市
役
所
の
出

　
張
所
と
同
居
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
の
所
が

　
図
書
室
、
旧
下
条
村
役
場
時
代
の
事

　
務
室
で
し
た
。
日
本
十
進
分
類
法
に

　
冊
置
い
て
あ
り
ま
す
。
地
区
の
方
々

　
訳
で
す
が
、
高
校
生
の
方
が
二
、
三

　
あ
り
ま
す
。

　
　
図
書
室
の
奥
の
方
に
は
社
会
教
育

　
村
時
代
の
村
長
さ
ん
の
部
屋
で
し

　
な
ど
の
役
員
の
方
が
活
動
の
為
の
事

　
い
ま
す
。
又
小
会
議
室
で
も
あ
り
ま

　
す
。
主
に
市
役
所
の
保
健
婦
さ
ん
が

　
所
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
な
集
会
や
映
写
会
を
行
な
う
時
な
ど

　
学
級
の
生
け
花
講
座
が
あ
っ
た
時
な

　
ま
す
。

　
講
師
を
お
願
い
し
、
青
年
学
級
、
婦

　
講
座
等
が
開
か
れ
ま
す
。

　
ず
つ
あ
り
ま
す
が
．
里
地
の
下
条
青

　
は
将
来
の
生
活
の
設
計
、
青
年
時
代

　
こ
と
な
ど
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
り

巳
先
生
の
指
導
を
頂
い
た
り
し
て
楽
し

■
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
図
書
が
約
一
千

一ロ

ー
が
自
由
に
出
入
り
し
利
用
し
て
い
る

ロ

■
人
、
静
か
に
勉
強
し
て
い
る
こ
と
も

噌■
－
関
係
団
体
の
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。

1圏
た
。
青
年
会
、
婦
人
会
、
体
育
協
会

口

－
務
を
と
る
所
と
し
て
主
に
使
わ
れ
て

一

■
す
。
並
ん
で
保
健
衛
生
室
が
あ
り
ま

ーコ

・
乳
児
検
診
、
保
健
相
談
な
ど
行
な
う

コ

ー
　
二
階
の
旧
村
会
議
場
は
現
在
大
き

ロ

薗
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
隣
に

－
日
本
間
が
あ
り
、
青
年
学
級
や
婦
人

■

■
ど
に
は
時
々
お
花
が
飾
ら
れ
て
あ
り

巳

、
　
主
な
備
品
と
し
て
は
十
六
㍉
映
写

ーコ

ー
機
、
幻
灯
機
、
録
音
機
位
で
す
が
、

しコロ

■
い
つ
で
も
利
用
出
来
ま
す
。

ロロ

．
　
地
元
小
、
中
学
校
の
先
生
方
を
は

”リコ

贋
じ
め
色
々
な
方
面
か
ら
の
先
生
方
に

口””ロ

■
人
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
講
演
会
、

コ

■
　
青
年
学
級
は
里
地
と
山
地
に
一
つ

ロ

。
年
学
級
は
五
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

■
て
学
習
し
て
お
り
ま
す
。
生
活
設
計

■
ペ
ソ
習
字
、
コ
ー
ラ
ス
、
料
理
、
生

■
け
花
の
五
コ
ー
ス
で
す
。
生
活
設
計

■

一
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

■

い
中
に
も
一
生
懸
命
に
行
な
わ
れ
て

　
お
り
ま
す
。
他
の
コ
ー
ス
も
同
様
で

す
。
婦
人
学
級
も
、
育
児
、
く
ら
し

　
の
工
夫
、
料
理
、
活
花
、
明
治
大
正

　
と
い
う
よ
う
な
コ
ー
ス
に
分
れ
て
学

　
習
し
て
お
り
ま
す
、
叉
、
全
体
で
行

な
う
全
体
学
習
と
い
う
の
が
そ
れ
に

　
加
わ
り
ま
す
。

　
　
最
後
に
分
舘
の
こ
と
Σ
、
関
係
団

体
の
活
動
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お

き
ま
す
。

　
　
分
舘
は
四
ヶ
所
に
置
か
れ
て
あ
り

ま
す
が
、
中
で
も
上
新
田
分
舘
の
施

　
設
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
他
に

　
は
、
上
組
分
舘
、
下
組
分
舘
、
東
下

組
分
舘
と
あ
り
ま
す
が
、
東
下
組
で

　
は
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
が
開
か
れ

　
て
お
り
ま
す
。

　
　
関
係
団
体
に
つ
い
て
は
、
青
年
関

係
で
青
年
会
を
は
じ
め
“
目
的
別
グ

　
ル
ー
ブ
”
が
五
つ
六
つ
あ
り
、
今
年

　
は
、
連
絡
協
議
会
と
い
う
の
を
結
成

　
し
、
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
婦
人

関
係
で
は
下
条
地
区
婦
人
会
が
あ

り
、
講
演
会
そ
の
他
が
も
た
れ
て
い

　
ま
す
。
体
育
関
係
の
事
業
で
は
体
育

協
会
が
中
心
に
な
っ
て
地
区
体
育
祭

　
を
は
じ
め
多
く
の
事
業
が
も
た
れ
ま

　
す
。

　
　
関
係
団
体
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
次
の
よ
う
な
書
ぎ
方
で
結
ん
で
も
自

　
画
自
賛
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

　
の
で
、
は
y
か
る
所
な
く
書
き
ま
す

　
が
、
下
条
地
区
の
特
徴
と
い
う
と
、

　
関
係
団
体
の
活
動
が
実
に
活
発
で
あ

　
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
舘
長
　
小
川
　
　
元

　
　
　
　
　
　
主
事
　
長
谷
川
　
消

蒙
灘
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